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史
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史
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双
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日
本
古
代
史
を
専
攻
し
奄
美
諸
島
史
も
学
ぶ
一
日
本
史
研
究
者

と
し
て
、「
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

への
期
待
と
要
望
を
記
し
た
い
。

　
私
は
、二
〇
一
二
年
三
月
、コ
レ
ー
ジュ・ド・フ
ラ
ン
ス：日
本
学
高

等
研
究
院（Institute des Hautes Études Japonaises, Collége 

de France

）主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム’Im

ages pieuses du Japon’

で
、「
元
三
大
師
信
仰
と
お
札
」の
報
告
の
機
会
を
得
た
。シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、故
ベル
ナ
ー
ル・フ
ラ
ン
ク
教
授
の
お
札
コ
レ
ク
シ
ョン
の
展
覧
会

（
二
〇
一
一
年
、ギ
メ
美
術
館
）と
論
集〝O

fuda : im
ages gravées 

des tem
ples japonais ‒ la collection Bernard Frank

〞

（IH
ÉJ

、 

二
〇
一
一
年
三
月
）刊
行
、お
札
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（Base 

d'o-fuda de Bernard Frank.

　http://ofuda.crcao.fr/

）公
開
を

記
念
し
て
開
催
さ
れ
た（
報
告
集
、〝O

fuda:A
m
ulettes et 

talism
ans du Japon

〞、Bibliothèque de L’Institute des 
H
autes Études Japonaises, 

二
〇
一
四
年
七
月
）。私
の
参
加
は
、

IHÉJ

及
びJosef Kyburz

教
授（CNRS

）のベル
ナ
ー
ル・フ
ラ
ン
ク
教

授
お
札
コ
レ
ク
ション
の
調
査
を
、二
〇
〇
二
年
六
月
か
ら
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
、次
い
で
國
學
院
大
學
千
々
和
到
教
授
の
研
究
グ
ル
ー

プ
が
参
加
し
て
の
支
援
の
開
始
の
契
機
と
な
る
助
言
す
る
機
会
が
、

史
料
編
纂
所
在
職
中
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。二
〇
〇
二
年
一
月
に

IH
ÉJ

の
松
崎
碩
子
所
長
に
お
札
コ
レ
ク
シ
ョン
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た

折
、『
大
日
本
史
料
』第
一
編
之
二
十
二（
一
九
八
三
年
十
一
月
刊
）

の
良
源（
元
三
大
師
。九
一
二
〜
九
八
五
年
）の
寂
伝
の
編
纂
に
参
加

し
た
経
験
か
ら
元
三
大
師
と
記
さ
れ
た
箱
に
気
付
き
調
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
、コ
レ
ク
ション
の
重
要
性
を
知
った
私
は
、調
査
への
支
援
を
松

崎
所
長
に
約
束
し
た
と
い
う
縁
が
あ
っ
た
。報
告
の
た
め
、中
世
に
信

仰
さ
れ
る
元
三
大
師
護
符（
御
影
大
師
、角
大
師
、降
魔
大
師
、豆
大

師
）の
創
出
前
史
を
検
討
す
る
中
で
、「
大
師
、栄
を
審
か
に
し
て
之

を
扶
持
し
、形
を
送
り
て
之
を
衛
護
せ
ら
れ
む
こ
と
を
」と
結
ぶ
長
元

三（
一
〇
三
〇
）年
天
台
座
主
僧
正
慶
命
追
薦
文
を
、比
叡
山
横
川
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タ
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◆
国
際
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｍ
Ｅ
Ａ

﹇
日
時
﹈平
成
二
十
七（
二
〇
一五
）年
三
月
六
日（
金
）〜
九
日（
月
）

﹇
会
場
﹈ア
ク
ア
ヴ
ィ
ラ
伊
勢
志
摩

　
　
　（
三
重
県
志
摩
市
大
王
町
船
越
三
二
三
八―

一）

﹇
主
催
﹈四
日
市
大
学
関
孝
和
数
学
研
究
所

http://w
w
w
.seki-kow

a.org/

◆
日
韓
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
太
閤
記
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

﹇
日
時
﹈平
成
二
十
七（
二
〇
一五
）年
三
月
十
四
日（
土
）

　
　
　
十
四
時
〜
十
七
時
三
十
分

﹇
会
場
﹈実
践
女
子
大
学
渋
谷
校
舎
内

　
　
　（
東
京
都
渋
谷
区
東
一―

一―

四
九
）

﹇
主
催
﹈実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所

http://w
w
w
.jissen.ac.jp/bungei/eiribon/

◆
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
第
一
回
　
日
本
漢
文
学
総
合
討
論
」

﹇
日
時
﹈平
成
二
十
七（
二
〇
一五
）年
三
月
二
十
三
日（
月
）

　
　
　
十
時
三
十
分
〜
十
七
時
三
十
分

﹇
会
場
﹈大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス 

文
学
研
究
科
本
館
大
会
議
室

　
　
　（
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一―

五
）

﹇
主
催
﹈「
日
本
漢
文
学
プ
ロ
ジェク
ト
」共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
、

　
　
　
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の

　
　
　
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
ク
ラ
ス
タ
ー

　
３
本
の
パ
ネ
ル・デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン「
日
本
漢
詩
の
古
典
化
と
近
代
の

文
芸
批
評
及
び
教
科
書
」「
祖
述
の
様
相―

近
世
詩
文
の
内
な
る
唐

土―

」「
日
本
漢
文
学
の
基
層―

宗
教
・
学
問
・
歴
史―

」、全
体
討
論

「
新
し
い
日
本
漢
文
学
の
通
史
を
考
え
る
」に
よ
っ
て
構
成
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

に
お
け
る
良
源
像
崇
敬
の
画
期
と
な
る
と
史
料
と
考
え
た
。追
薦
文

理
解
に
対
句
や
起
承
転
結
の
文
構
成
の
分
析
法
と
し
て
利
用
し
た
の

が
、「
作
文
大
体
」（
天
理
図
書
館
所
蔵
）に
収
め
ら
れ
る「
筆
大
体
」で

あ
っ
た
。一
〇
〜
一
三
世
紀
に
増
補
改
編
さ
れ
た「
作
文
大
体
」の
出

典
の
一
つ
は
源
順
撰「
作
文
大
体
」で
あ
っ
た
。私
は
、『
大
日
本
史
料
』

第一編
之
二
十（
一
九
七
七
年
三
月
刊
）・永
観
元
年
是
歳
の
源
順（
九

一
一
〜
九
八
三
年
）の
卒
伝
の
編
纂
に
参
加
し
た
経
験
か
ら
、池
田
温

編『
日
本
史
を
学
ぶ
た
め
の
漢
文
入
門
』、吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
六

年
一
月
）に
執
筆
の
機
会
を
得
た
時
、「
源
順
伝
か
ら
学
ぶ
」と
し
て
順

の
詩・文
の
構
成
分
析
を
試
み
た
こ
と
が
あ
った
。そ
の
際
、国
文
学
研

究
資
料
館
の
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、中
沢
稀
男・小
川

正
夫
・
山
崎
誠
諸
氏
の「
作
文
大
体
」諸
本
、神
野
藤
昭
夫
氏
の
源
順

伝
、田
坂
順
子
氏
の
扶
桑
集
の
諸
研
究
を
知
り
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
。小
生
も
構
築
に
参
加
し
た
史
料
編
纂
所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ

ム
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
群
は
研
究
に
欠
か
せ
な
い
情
報
資
源
で
あ
り
、『
大

日
本
史
料
』『
大
日
本
古
文
書
』な
ど
の
版
面
画
像
や
、謄
写
本・影
写

本
の一部
画
像
も
公
開
さ
れ
、自
宅
か
ら
で
も
検
索
結
果
を
利
用
し
て

閲
覧
で
き
る
。「
良
源
」等
で
検
索
し
、『
大
日
本
史
料
』等
の
版
面
を

見
る
こ
と
で
、近
世
初
頭
に
至
る
元
三
大
師
信
仰
の
展
開
に
関
わ
る

様
々
な
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、史
料
を
理
解
す
る

た
め
に
知
る
べ
き
語
彙・事
項
は
、個
人
会
員
に
なって
い
る「
ジ
ャ
パ
ン

ナ
レッ
ジ
」で『
国
史
大
辞
典
』『
日
本
国
語
大
辞
典
』な
ど
に
よ
り
調
べ

た
。順
伝
編
纂
の
頃
の
情
報
源
は
、編
年
史
料
部
各
研
究
室
で
作
成

し
た『
大
日
本
史
料
』の
手
書
の
人
名
・
書
名
索
引
や
索
引
カ
ー
ド
と

図
書
室
の
参
考
資
料
群
、書
物
と
し
て
の『
国
書
総
目
録
』『
国
歌
大

観
』『
平
安
朝
歌
合
大
成
』等
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、隔
世
の
感

を
覚
え
る
。歴
史・文
学・宗
教
史・思
想
史・美
術
史
な
ど
多
分
野
に

わ
た
る
前
近
代
期
日
本
研
究
に
お
い
て
、国
立
国
会
図
書
館
や
国
立

情
報
学
研
究
所
の
図
書・論
文
情
報
、国
文
学
研
究
資
料
館
や
史
料

編
纂
所
な
ど
の
資
料
目
録・論
文
情
報・史
料
集
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

必
須
の
研
究
手
段
と
なって
い
る
。CiNii

や
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
は
、タ
イ
ト
ル
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
引
用
史
料
や
学
術
用
語

も
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
で
き
研
究
の
助
け
と
な
る
。利
用
者
と
し
て

は
、キ
ー
ワ
ー
ド
情
報
か
ら
、直
接
、関
連
す
る
史
料
の
史
料
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
接
続
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
私
が
進
め
て
い
る『
奄
美
諸
島
編
年
史
料
　
古
琉
球
期
編
』下

（
上
、二
〇
一
四
年
五
月
）の
編
纂
で
、慶
長
十
四
年（
一
六
〇
六
年
、

万
暦
三
十
七
年
）の
島
津
氏
の
琉
球
征
討
に
関
り
、「
鉄
炮
記
」作
者

と
し
て
著
名
な
、薩
南
学
派
の
禅
僧
文
之
玄
昌（
南
浦
文
之
。一
五
五

五
〜
一
六
二
〇
年
）の
詩
・
文
を
調
べ
た
。文
之
の
詩
・
文
は
、一般
に

は
、寛
永
二
年
版
と
慶
安
二
年
版（
如
竹
の
跋
に
下
巻
に「
南
浦
戯

言
」を
増
補
と
あ
る
）の『
南
浦
文
集
』に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る（『
薩

藩
叢
書
』『
新
薩
藩
叢
書
』に
慶
安
二
年
版
収
載
）。版
本
所
載
の
慶

長
十
三
年
十
一
月「
討
琉
球
詩
并
序
」を
見
る
た
め
N
D
L
サ
ー
チ

で
調
べ
た
と
こ
ろ
、国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
で
寛
永

二
年
版
本
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
P
D
F
版
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。し
か
し
、寛
永
二
年
版
は
討
琉
球
詩
の
序
の
み
で
詩
は
収

め
ら
れ
て
お
ら
ず
、詩
は
慶
安
二
年
版
を
見
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知

り
、史
料
編
纂
所
に
出
か
け
慶
安
二
年
版
本
を
見
た
。慶
安
二
年
版

に
は
倭
点
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
所

蔵
玉
里
文
庫
の
文
之
自
筆「
南
浦
文
集
」「
南
浦
戯
言
」「
南
浦
棹
歌
」

（
鹿
児
島
の
大
龍
寺
伝
来
）に
は
、版
本
不
採
録
の
一
六
〇
九
年
三
〜

八
月
の
琉
球
関
係
の
詩
・
文
が
あ
る
。鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
の

古
典
籍
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
三
書
の
画
像
は
公
開
さ
れ
て
い
る

が
、残
念
な
が
ら
学
外
か
ら
画
像
は
見
ら
れ
な
い
。儒
学
史
・
国
語
学

で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、文
之
は
倭
点（
文
之
点
）を
四
書
集
註
等
に

施
し
た
。鹿
児
島
県
立
図
書
館
に
は
玉
里
文
庫
本
の
複
写
版
の「
南

浦
文
集
」が
あ
り
玄
昌
自
身
が
詩
・
文
に
加
え
た
文
之
点
を
知
る
こ

と
で
き
る
が
、同
館
所
蔵「
南
浦
戯
言
」（
討
琉
球
詩
并
序
を
所
収
）・

「
南
浦
棹
歌
」は
玉
里
島
津
家
所
蔵
本
の
謄
写
本（
昭
和
一
〇
年
配

架
）で
文
之
点
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、鹿
児
島
大
学
附
属
図

書
館
の
情
報
支
援
係
の
方
の
助
言
を
得
て
、自
筆
本「
南
浦
戯
言
」

「
南
浦
棹
歌
」の
必
要
部
分
の
複
写
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。琉

球
国
の
日
本
への
服
属
を
琉
球
の
立
場
か
ら
記
す「
喜
安
日
記
」の
写

本
は
、琉
球
大
学
附
属
図
書
館
の
琉
球・沖
縄
関
係
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
伊
波
普
猷
文
庫
か
ら
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
。『
奄
美
諸
島
編

年
史
料
　
古
琉
球
期
編
』の
編
纂
で
は
、伊
波
文
庫
の「
異
本
毛
氏
由

来
記
」「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」も
利
用
し
た
。家
か
ら
遠
く
に
あ

る
機
関
の
史
料・史
料
集
の
画
像
を
閲
覧
で
き
る
情
報
環
境
は
あ
り

が
た
い
。

　
日
本
前
近
代
史
研
究
に
お
い
て
、国
文
学
資
料
、聖
教
等
仏
教
資

料
、美
術
史
資
料
等
は
不
可
欠
の
情
報
群
で
あ
る
。国
文
学
や
科
学

史
や
思
想
史
に
お
い
て
も
、典
籍（
書
物
）だ
け
で
は
な
く
歴
史
資
料

（
文
書・日
記
、帳
簿
、絵
画
史
料
、日
本
関
係
外
国
史
料
）は
不
可
欠

の
研
究
情
報
群
で
あ
る
。私
が
編
纂
に
関
わっ
た『
大
日
本
史
料
』第一

編
の
二
十
か
ら
二
十
四
で
は
、典
籍
の「
倭
名
類
聚
抄
」「
三
宝
絵
」「
往

生
要
集
」「
医
心
方
」「
本
草
和
名
」の
撰
述
を
扱
っ
た
し
、源
順・徽
子

女
王・規
子
内
親
王
の
伝
で
は
文
学
作
品
と
し
て
の
家
集・歌
合・勅

撰
集
が
重
要
な
史
料
で
あ
っ
た
。ま
た
天
台
僧
明
靖
の
伝
で
は
青
蓮

院
聖
教
も
使
用
し
た
。国
文
学
研
究
に
お
い
て
も
、文
学
作
品
の
生

成・普
及
の
背
景
と
な
る
歴
史
的
時
空
間
の
事
象
や
関
与
者
の
行
動

を
記
録
す
る
文
書
・日
記
は
不
可
欠
の
情
報
群
で
あ
ろ
う
。後
期
摂

関
政
治
期
の
政
治
史
や
実
在
人
物
への
理
解
な
く
し
て
は「
源
氏
物

語
」等
の
作
品
研
究
は
成
立
し
な
い
。「
方
丈
記
」研
究
も
源
平
争
乱

や
鎌
倉
初
期
政
治
史
や
神
祇
史
への
関
説
な
く
し
て
は
有
り
得
な
い

で
あ
ろ
う
。近
世
思
想
史
研
究
で
は
和
刻
本
漢
籍
は
必
須
の
研
究
対

象
で
あ
り
、典
籍
の
範
囲
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
で
あ
ろ

う
。国
語
学
の
倭
点（
文
之
点
・
惺
窩
点
等
）研
究
で
は
倭
点
漢
籍
の

版
本
が
重
要
で
あ
り
、そ
れ
ら
が
典
籍
か
ら
除
外
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。諸
学
術
分
野
の
前
近
代
期
研
究
に
お
い
て
は
、所
謂「
典

籍
」即
ち
書
物
と
そ
の
他
の
資
料
群
と
が
総
体
と
し
て
把
握
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、「
日
本
語
歴
史
的
典
籍
」の
語
が
多
様
な
資
料
群
を
包
括
す

る
こ
と
は
、学
界
の
期
待
で
あ
る
と
思
う
。こ
の
期
待
に
応
え
る
た
め

に
、日
本
語
歴
史
的
典
籍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、国
文
学
研
究
資
料
館
と

拠
点
が
構
築
す
る
基
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
共
に
、当
面
は
拠
点
と
し
て

参
加
し
な
い
大
学
の
典
籍
系
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、狭
義
の
典
籍
の
範

囲
外
と
な
る
文
書
・
日
記
・
帳
簿
を
対
象
と
す
る
日
本
史
研
究
系

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、ま
た
欧
米
の
大
学・博
物
館・美
術
館
の
日
本
典
籍
等

の
書
誌
・
画
像
・テ
キ
ス
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
横
断
検
索
に
よ
る
接

続
に
よ
り
、前
近
代
期
日
本
研
究
の
中
心
拠
点
と
な
る
こ
と
も
検
討

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。人
間
文
化
研
究
機
構
は
、六
機
関
・
地
域
研

究
拠
点・N
D
L
サ
ー
チ
の
機
関
間
横
断
検
索
シ
ス
テ
ムnihuINT

と

共
に
、二
〇
一
四
年
三
月
に
国
際
的
日
本
研
究
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
日

本
研
究
、日
本
に
お
け
る
人
間
文
化
研
究
の
国
際
リ
ン
ク
集
」を
開
設

し
た
。nihuIN

T

・
国
際
リ
ン
ク
集
構
築
への
参
加
経
験
か
ら
、「
日
本

語
歴
史
的
典
籍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
日
本
研
究
国
際
的
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト・
機
関
間
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
の
必
須
構
成
部
分
と
し
て
発
展
す

る
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

画
像
情
報
撮
影
事
業
を

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
開
始
し
ま
す

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
、国
内
拠
点
大
学
に
お
け
る
画
像
情
報

撮
影
を
開
始
し
ま
す
。こ
の
撮
影
は
、当
事
業
の
主
要
な
目
的
の

一
つ
で
あ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
向
け
た
重
要
な
活
動
で
す
。

　
共
同
研
究
の
実
施
に
合
わ
せ
て
計
画
的
に
分
野
別
収
集
を
行

う
こ
と
と
し
、ま
ず
は
、医
学
・
理
学
等
の
分
野
を
中
心
に
、北
海

道
大
学
、大
阪
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
等
か
ら
所
蔵
す
る
古
典
籍

の
撮
影
を
進
め
る
予
定
で
す
。

ふ
だ
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に
お
け
る
良
源
像
崇
敬
の
画
期
と
な
る
史
料
と
考
え
た
。追
薦
文
理
解
に
対

句
や
起
承
転
結
の
文
構
成
の
分
析
法
と
し
て
利
用
し
た
の
が
、「
大
体
」（
天
理

図
書
館
所
蔵
）に
収
め
ら
れ
る「
筆
大
体
」で
あ
っ
た
。一
〇
〜
一
三
世
紀
に
増

補
改
編
さ
れ
た「
作
文
大
体
」の
出
典
の
一
つ
は
源
順
撰「
作
文
大
体
」で
あ
っ

た
。私
は
、『
大
日
本
史
料
』第一編
之
二
十（
一
九
七
七
年
三
月
刊
）・
永
観
元

年
是
歳
の
源
順（
九
一
一
〜
九
八
三
年
）の
卒
伝
の
編
纂
に
参
加
し
た
経
験
か

ら
、池
田
温
編『
日
本
史
を
学
ぶ
た
め
の
漢
文
入
門
』、吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇

六
年
一
月
）に
執
筆
の
機
会
を
得
た
時
、「
源
順
伝
か
ら
学
ぶ
」と
し
て
順
の
詩・

文
の
構
成
分
析
を
試
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
。そ
の
際
、国
文
学
研
究
資
料
館
の

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、中
沢
稀
男・小
川
正
夫・山
崎
誠
諸
氏
の

「
作
文
大
体
」諸
本
、神
野
藤
昭
夫
氏
の
源
順
伝
、田
坂
順
子
氏
の
扶
桑
集
の
諸

研
究
を
知
り
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。小
生
も
構
築
に
参
加
し
た
史
料
編
纂

所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
群
は
研
究
に
欠
か
せ
な
い
情
報

資
源
で
あ
り
、『
大
日
本
史
料
』『
大
日
本
古
文
書
』な
ど
の
版
面
画
像
や
、謄
写

本
・
影
写
本
の
一
部
画
像
も
公
開
さ
れ
、自
宅
か
ら
で
も
検
索
結
果
を
利
用

し
て
閲
覧
で
き
る
。「
良
源
」等
で
検
索
し
、『
大
日
本
史
料
』等
の
版
面
を
見
る

こ
と
で
、近
世
初
頭
に
至
る
元
三
大
師
信
仰
の
展
開
に
関
わ
る
様
々
な
史
料
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、史
料
を
理
解
す
る
た
め
に
知
る
べ
き
語
彙・

事
項
は
、個
人
会
員
に
なって
い
る「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レッ
ジ
」で『
国
史
大
辞
典
』『
日

本
国
語
大
辞
典
』な
ど
に
よ
り
調
べ
た
。順
伝
編
纂
の
頃
の
情
報
源
は
、編
年
史

料
部
各
研
究
室
で
作
成
し
た『
大
日
本
史
料
』の
手
書
の
人
名
・
書
名
索
引
や

索
引
カ
ー
ド
と
図
書
室
の
参
考
資
料
群
、書
物
と
し
て
の『
国
書
総
目
録
』『
国

歌
大
観
』『
平
安
朝
歌
合
大
成
』等
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、隔
世
の
感
を

覚
え
る
。歴
史・文
学・宗
教
史・思
想
史・美
術
史
な
ど
多
分
野
に
わ
た
る
前

近
代
期
日
本
研
究
に
お
い
て
、国
立
国
会
図
書
館
や
国
立
情
報
学
研
究
所
の

図
書・論
文
情
報
、国
文
学
研
究
資
料
館
や
史
料
編
纂
所
な
ど
の
資
料
目
録・

論
文
情
報
・
史
料
集
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、必
須
の
研
究
手
段
と
な
って
い
る
。

CiNii

や
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、タ
イ
ト
ル
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い

引
用
史
料
や
学
術
用
語
も
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
で
き
研
究
の
助
け
と
な
る
。利

用
者
と
し
て
は
、キ
ー
ワ
ー
ド
情
報
か
ら
、直
接
、関
連
す
る
史
料
の
史
料
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
接
続
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　私
が
進
め
て
い
る『
奄
美
諸
島
編
年
史
料

　古
琉
球
期
編
』下（
上
、二
〇
一

四
年
五
月
）の
編
纂
で
、慶
長
十
四
年（
一
六
〇
九
年
、万
暦
三
十
七
年
）の
島

津
氏
の
琉
球
征
討
に
関
り
、「
鉄
炮
記
」作
者
と
し
て
著
名
な
、薩
南
学
派
の
禅

僧
文
之
玄
昌（
南
浦
文
之
。一
五
五
五
〜
一
六
二
〇
年
）の
詩・文
を
調
べ
た
。

文
之
の
詩・文
は
、一
般
に
は
、寛
永
二
年
版
と
慶
安
二
年
版（
如
竹
の
跋
に
下

巻
に「
南
浦
戯
言
」を
増
補
と
あ
る
）の『
南
浦
文
集
』に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る

（『
薩
藩
叢
書
』『
新
薩
藩
叢
書
』に
慶
安
二
年
版
収
載
）。版
本
所
載
の
慶
長
十

三
年
十
一
月「
討
琉
球
詩
并
序
」を
見
る
た
め
N
D
L
サ
ー
チ
で
調
べ
た
と
こ

ろ
、国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ルコ
レ
ク
ション
で
寛
永
二
年
版
本
が
公
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
P
D
F
版
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。し
か
し
、寛
永
二
年

版
は
討
琉
球
詩
の
序
の
み
で
詩
は
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、詩
は
慶
安
二
年
版
を

見
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
り
、史
料
編
纂
所
で
慶
安
二
年
版
本
を
見
た
。慶

安
二
年
版
に
は
倭
点
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
玉
里
文
庫
の
文
之
自
筆「
南
浦
文
集
」「
南
浦
戯
言
」「
南
浦
棹
歌
」（
鹿
児

島
の
大
龍
寺
伝
来
）に
は
、版
本
不
採
録
の
一
六
〇
九
年
三
〜
八
月
の
琉
球
関

係
の
詩
・
文
が
あ
る
。鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
の
古
典
籍
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
で
三
書
の
画
像
は
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、残
念
な
が
ら
学
外
か
ら
画
像

は
見
ら
れ
な
い
。儒
学
史
・
国
語
学
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、文
之
は
倭
点（
文

之
点
）を
四
書
集
註
等
に
施
し
た
。鹿
児
島
県
立
図
書
館
に
は
玉
里
文
庫
本
の

複
写
版
の「
南
浦
文
集
」が
あ
り
玄
昌
自
身
が
詩・文
に
加
え
た
文
之
点
を
知

る
こ
と
で
き
る
が
、同
館
所
蔵「
南
浦
戯
言
」（
討
琉
球
詩
并
序
を
所
収
）・「
南

浦
棹
歌
」は
玉
里
島
津
家
所
蔵
本
の
謄
写
本（
昭
和
十
年
配
架
）で
文
之
点
が

省
略
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
の
情
報
支
援
係
の
方

の
助
言
を
得
て
、自
筆
本「
南
浦
戯
言
」「
南
浦
棹
歌
」の
必
要
部
分
の
複
写
を

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。琉
球
国
の
日
本
への
服
属
を
琉
球
の
立
場
か
ら
記

す「
喜
安
日
記
」の
写
本
は
、琉
球
大
学
附
属
図
書
館
の
琉
球・沖
縄
関
係
デ
ジ

タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
伊
波
普
猷
文
庫
か
ら
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
。『
奄
美
諸
島

編
年
史
料

　古
琉
球
期
編
』の
編
纂
で
は
、伊
波
文
庫
の「
異
本
毛
氏
由
来

記
」「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」も
利
用
し
た
。家
か
ら
遠
く
に
あ
る
機
関
の
史

料・史
料
集
の
画
像
を
閲
覧
で
き
る
情
報
環
境
は
あ
り
が
た
い
。

　日
本
前
近
代
史
研
究
に
お
い
て
、国
文
学
資
料
、聖
教
等
仏
教
資
料
、美
術

史
資
料
等
は
不
可
欠
の
情
報
群
で
あ
る
。国
文
学
や
科
学
史
や
思
想
史
に
お
い

て
も
、典
籍（
書
物
）だ
け
で
は
な
く
歴
史
資
料（
文
書・日
記
、帳
簿
、絵
画
史

料
、日
本
関
係
外
国
史
料
）は
不
可
欠
の
研
究
情
報
群
で
あ
る
。私
が
編
纂
に

関
わっ
た『
大
日
本
史
料
』第一編
の
二
十
か
ら
二
十
四
で
は
、典
籍
の「
倭
名
類

聚
抄
」「
三
宝
絵
」「
往
生
要
集
」「
医
心
方
」「
本
草
和
名
」の
撰
述
を
扱
っ
た
し
、

源
順・徽
子
女
王・規
子
内
親
王
の
伝
で
は
文
学
作
品
と
し
て
の
家
集・歌
合・

勅
撰
集
が
重
要
な
史
料
で
あ
った
。ま
た
天
台
僧
明
靖
の
伝
で
は
青
蓮
院
聖
教

も
使
用
し
た
。国
文
学
研
究
に
お
い
て
も
、文
学
作
品
の
生
成・普
及
の
背
景
と

な
る
歴
史
的
時
空
間
の
事
象
や
関
与
者
の
行
動
を
記
録
す
る
文
書
・日
記
は

不
可
欠
の
情
報
群
で
あ
ろ
う
。後
期
摂
関
政
治
期
の
政
治
史
や
実
在
人
物
への

理
解
な
く
し
て
は「
源
氏
物
語
」等
の
作
品
研
究
は
成
立
し
な
い
。「
方
丈
記
」

研
究
も
源
平
争
乱
や
鎌
倉
初
期
政
治
史
や
神
祇
史
への
関
説
な
く
し
て
は
有

り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。近
世
思
想
史
研
究
で
は
和
刻
本
漢
籍
は
必
須
の
研
究

対
象
で
あ
り
、典
籍
の
範
囲
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
で
あ
ろ
う
。国

語
学
の
倭
点（
文
之
点
・
惺
窩
点
等
）研
究
で
は
倭
点
漢
籍
の
版
本
が
重
要
で

あ
り
、そ
れ
ら
が
典
籍
か
ら
除
外
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。諸
学
術
分

野
の
前
近
代
期
研
究
に
お
い
て
は
、所
謂「
典
籍
」即
ち
書
物
と
そ
の
他
の
資
料

群
と
が
総
体
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　ま
た
、「
日
本
語
歴
史
的
典
籍
」の
語
が
多
様
な
資
料
群
を
包
括
す
る
こ

と
は
、学
界
の
期
待
で
あ
る
と
思
う
。こ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、日
本

語
歴
史
的
典
籍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、国
文
学
研
究
資
料
館
と
拠
点
が
構
築

す
る
基
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
共
に
、当
面
は
拠
点
と
し
て
参
加
し
な
い
大
学

の
典
籍
系
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、狭
義
の
典
籍
の
範
囲
外
と
な
る
文
書
・
日

記
・
帳
簿
を
対
象
と
す
る
日
本
史
研
究
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、ま
た
欧
米
の
大

学
・
博
物
館
・
美
術
館
の
日
本
典
籍
等
の
書
誌
・
画
像
・テ
キ
ス
ト
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
の
横
断
検
索
に
よ
る
接
続
に
よ
り
、前
近
代
期
日
本
研
究
の
中
心

拠
点
と
な
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。人
間
文
化
研
究
機
構

は
、六
機
関
・
地
域
研
究
拠
点
・
N
D
L
サ
ー
チ
の
機
関
間
横
断
検
索
シ
ス

テ
ムnihuIN

T

と
共
に
、二
〇
一
四
年
三
月
に
国
際
的
日
本
研
究
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト「
日
本
研
究
、日
本
に
お
け
る
人
間
文
化
研
究
の
国
際
リ
ン
ク

集
」を
開
設
し
た
。nihuIN

T

・
国
際
リ
ン
ク
集
構
築
へ
の
参
加
経
験
か
ら
、

「
日
本
語
歴
史
的
典
籍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
日
本
研
究
国
際
的
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
・
機
関
間
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
の
必
須
構
成
部
分
と
し
て
発
展
す
る

こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワークへの期待
石上 英一東京大学名誉教授
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に
お
け
る
良
源
像
崇
敬
の
画
期
と
な
る
史
料
と
考
え
た
。追
薦
文
理
解
に
対

句
や
起
承
転
結
の
文
構
成
の
分
析
法
と
し
て
利
用
し
た
の
が
、「
大
体
」（
天
理

図
書
館
所
蔵
）に
収
め
ら
れ
る「
筆
大
体
」で
あ
っ
た
。一
〇
〜
一
三
世
紀
に
増

補
改
編
さ
れ
た「
作
文
大
体
」の
出
典
の
一
つ
は
源
順
撰「
作
文
大
体
」で
あ
っ

た
。私
は
、『
大
日
本
史
料
』第一編
之
二
十（
一
九
七
七
年
三
月
刊
）・
永
観
元

年
是
歳
の
源
順（
九
一
一
〜
九
八
三
年
）の
卒
伝
の
編
纂
に
参
加
し
た
経
験
か

ら
、池
田
温
編『
日
本
史
を
学
ぶ
た
め
の
漢
文
入
門
』、吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇

六
年
一
月
）に
執
筆
の
機
会
を
得
た
時
、「
源
順
伝
か
ら
学
ぶ
」と
し
て
順
の
詩・

文
の
構
成
分
析
を
試
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
。そ
の
際
、国
文
学
研
究
資
料
館
の

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、中
沢
稀
男・小
川
正
夫・山
崎
誠
諸
氏
の

「
作
文
大
体
」諸
本
、神
野
藤
昭
夫
氏
の
源
順
伝
、田
坂
順
子
氏
の
扶
桑
集
の
諸

研
究
を
知
り
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。小
生
も
構
築
に
参
加
し
た
史
料
編
纂

所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
群
は
研
究
に
欠
か
せ
な
い
情
報

資
源
で
あ
り
、『
大
日
本
史
料
』『
大
日
本
古
文
書
』な
ど
の
版
面
画
像
や
、謄
写

本
・
影
写
本
の
一
部
画
像
も
公
開
さ
れ
、自
宅
か
ら
で
も
検
索
結
果
を
利
用

し
て
閲
覧
で
き
る
。「
良
源
」等
で
検
索
し
、『
大
日
本
史
料
』等
の
版
面
を
見
る

こ
と
で
、近
世
初
頭
に
至
る
元
三
大
師
信
仰
の
展
開
に
関
わ
る
様
々
な
史
料
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、史
料
を
理
解
す
る
た
め
に
知
る
べ
き
語
彙・

事
項
は
、個
人
会
員
に
なって
い
る「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レッ
ジ
」で『
国
史
大
辞
典
』『
日

本
国
語
大
辞
典
』な
ど
に
よ
り
調
べ
た
。順
伝
編
纂
の
頃
の
情
報
源
は
、編
年
史

料
部
各
研
究
室
で
作
成
し
た『
大
日
本
史
料
』の
手
書
の
人
名
・
書
名
索
引
や

索
引
カ
ー
ド
と
図
書
室
の
参
考
資
料
群
、書
物
と
し
て
の『
国
書
総
目
録
』『
国

歌
大
観
』『
平
安
朝
歌
合
大
成
』等
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、隔
世
の
感
を

覚
え
る
。歴
史・文
学・宗
教
史・思
想
史・美
術
史
な
ど
多
分
野
に
わ
た
る
前

近
代
期
日
本
研
究
に
お
い
て
、国
立
国
会
図
書
館
や
国
立
情
報
学
研
究
所
の

図
書・論
文
情
報
、国
文
学
研
究
資
料
館
や
史
料
編
纂
所
な
ど
の
資
料
目
録・

論
文
情
報
・
史
料
集
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、必
須
の
研
究
手
段
と
な
って
い
る
。

CiNii

や
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、タ
イ
ト
ル
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い

引
用
史
料
や
学
術
用
語
も
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
で
き
研
究
の
助
け
と
な
る
。利

用
者
と
し
て
は
、キ
ー
ワ
ー
ド
情
報
か
ら
、直
接
、関
連
す
る
史
料
の
史
料
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
接
続
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　私
が
進
め
て
い
る『
奄
美
諸
島
編
年
史
料

　古
琉
球
期
編
』下（
上
、二
〇
一

四
年
五
月
）の
編
纂
で
、慶
長
十
四
年（
一
六
〇
九
年
、万
暦
三
十
七
年
）の
島

津
氏
の
琉
球
征
討
に
関
り
、「
鉄
炮
記
」作
者
と
し
て
著
名
な
、薩
南
学
派
の
禅

僧
文
之
玄
昌（
南
浦
文
之
。一
五
五
五
〜
一
六
二
〇
年
）の
詩・文
を
調
べ
た
。

文
之
の
詩・文
は
、一
般
に
は
、寛
永
二
年
版
と
慶
安
二
年
版（
如
竹
の
跋
に
下

巻
に「
南
浦
戯
言
」を
増
補
と
あ
る
）の『
南
浦
文
集
』に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る

（『
薩
藩
叢
書
』『
新
薩
藩
叢
書
』に
慶
安
二
年
版
収
載
）。版
本
所
載
の
慶
長
十

三
年
十
一
月「
討
琉
球
詩
并
序
」を
見
る
た
め
N
D
L
サ
ー
チ
で
調
べ
た
と
こ

ろ
、国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ルコ
レ
ク
ション
で
寛
永
二
年
版
本
が
公
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
P
D
F
版
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。し
か
し
、寛
永
二
年

版
は
討
琉
球
詩
の
序
の
み
で
詩
は
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、詩
は
慶
安
二
年
版
を

見
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
り
、史
料
編
纂
所
で
慶
安
二
年
版
本
を
見
た
。慶

安
二
年
版
に
は
倭
点
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
玉
里
文
庫
の
文
之
自
筆「
南
浦
文
集
」「
南
浦
戯
言
」「
南
浦
棹
歌
」（
鹿
児

島
の
大
龍
寺
伝
来
）に
は
、版
本
不
採
録
の
一
六
〇
九
年
三
〜
八
月
の
琉
球
関

係
の
詩
・
文
が
あ
る
。鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
の
古
典
籍
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
で
三
書
の
画
像
は
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、残
念
な
が
ら
学
外
か
ら
画
像

は
見
ら
れ
な
い
。儒
学
史
・
国
語
学
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、文
之
は
倭
点（
文

之
点
）を
四
書
集
註
等
に
施
し
た
。鹿
児
島
県
立
図
書
館
に
は
玉
里
文
庫
本
の

複
写
版
の「
南
浦
文
集
」が
あ
り
玄
昌
自
身
が
詩・文
に
加
え
た
文
之
点
を
知

る
こ
と
で
き
る
が
、同
館
所
蔵「
南
浦
戯
言
」（
討
琉
球
詩
并
序
を
所
収
）・「
南

浦
棹
歌
」は
玉
里
島
津
家
所
蔵
本
の
謄
写
本（
昭
和
十
年
配
架
）で
文
之
点
が

省
略
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
の
情
報
支
援
係
の
方

の
助
言
を
得
て
、自
筆
本「
南
浦
戯
言
」「
南
浦
棹
歌
」の
必
要
部
分
の
複
写
を

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。琉
球
国
の
日
本
への
服
属
を
琉
球
の
立
場
か
ら
記

す「
喜
安
日
記
」の
写
本
は
、琉
球
大
学
附
属
図
書
館
の
琉
球・沖
縄
関
係
デ
ジ

タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
伊
波
普
猷
文
庫
か
ら
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
。『
奄
美
諸
島

編
年
史
料

　古
琉
球
期
編
』の
編
纂
で
は
、伊
波
文
庫
の「
異
本
毛
氏
由
来

記
」「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」も
利
用
し
た
。家
か
ら
遠
く
に
あ
る
機
関
の
史

料・史
料
集
の
画
像
を
閲
覧
で
き
る
情
報
環
境
は
あ
り
が
た
い
。

　日
本
前
近
代
史
研
究
に
お
い
て
、国
文
学
資
料
、聖
教
等
仏
教
資
料
、美
術

史
資
料
等
は
不
可
欠
の
情
報
群
で
あ
る
。国
文
学
や
科
学
史
や
思
想
史
に
お
い

て
も
、典
籍（
書
物
）だ
け
で
は
な
く
歴
史
資
料（
文
書・日
記
、帳
簿
、絵
画
史

料
、日
本
関
係
外
国
史
料
）は
不
可
欠
の
研
究
情
報
群
で
あ
る
。私
が
編
纂
に

関
わっ
た『
大
日
本
史
料
』第一編
の
二
十
か
ら
二
十
四
で
は
、典
籍
の「
倭
名
類

聚
抄
」「
三
宝
絵
」「
往
生
要
集
」「
医
心
方
」「
本
草
和
名
」の
撰
述
を
扱
っ
た
し
、

源
順・徽
子
女
王・規
子
内
親
王
の
伝
で
は
文
学
作
品
と
し
て
の
家
集・歌
合・

勅
撰
集
が
重
要
な
史
料
で
あ
った
。ま
た
天
台
僧
明
靖
の
伝
で
は
青
蓮
院
聖
教

も
使
用
し
た
。国
文
学
研
究
に
お
い
て
も
、文
学
作
品
の
生
成・普
及
の
背
景
と

な
る
歴
史
的
時
空
間
の
事
象
や
関
与
者
の
行
動
を
記
録
す
る
文
書
・日
記
は

不
可
欠
の
情
報
群
で
あ
ろ
う
。後
期
摂
関
政
治
期
の
政
治
史
や
実
在
人
物
への

理
解
な
く
し
て
は「
源
氏
物
語
」等
の
作
品
研
究
は
成
立
し
な
い
。「
方
丈
記
」

研
究
も
源
平
争
乱
や
鎌
倉
初
期
政
治
史
や
神
祇
史
への
関
説
な
く
し
て
は
有

り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。近
世
思
想
史
研
究
で
は
和
刻
本
漢
籍
は
必
須
の
研
究

対
象
で
あ
り
、典
籍
の
範
囲
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
で
あ
ろ
う
。国

語
学
の
倭
点（
文
之
点
・
惺
窩
点
等
）研
究
で
は
倭
点
漢
籍
の
版
本
が
重
要
で

あ
り
、そ
れ
ら
が
典
籍
か
ら
除
外
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。諸
学
術
分

野
の
前
近
代
期
研
究
に
お
い
て
は
、所
謂「
典
籍
」即
ち
書
物
と
そ
の
他
の
資
料

群
と
が
総
体
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　ま
た
、「
日
本
語
歴
史
的
典
籍
」の
語
が
多
様
な
資
料
群
を
包
括
す
る
こ

と
は
、学
界
の
期
待
で
あ
る
と
思
う
。こ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、日
本

語
歴
史
的
典
籍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、国
文
学
研
究
資
料
館
と
拠
点
が
構
築

す
る
基
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
共
に
、当
面
は
拠
点
と
し
て
参
加
し
な
い
大
学

の
典
籍
系
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、狭
義
の
典
籍
の
範
囲
外
と
な
る
文
書
・
日

記
・
帳
簿
を
対
象
と
す
る
日
本
史
研
究
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、ま
た
欧
米
の
大

学
・
博
物
館
・
美
術
館
の
日
本
典
籍
等
の
書
誌
・
画
像
・テ
キ
ス
ト
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
の
横
断
検
索
に
よ
る
接
続
に
よ
り
、前
近
代
期
日
本
研
究
の
中
心

拠
点
と
な
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。人
間
文
化
研
究
機
構

は
、六
機
関
・
地
域
研
究
拠
点
・
N
D
L
サ
ー
チ
の
機
関
間
横
断
検
索
シ
ス

テ
ムnihuIN

T

と
共
に
、二
〇
一
四
年
三
月
に
国
際
的
日
本
研
究
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト「
日
本
研
究
、日
本
に
お
け
る
人
間
文
化
研
究
の
国
際
リ
ン
ク

集
」を
開
設
し
た
。nihuIN

T

・
国
際
リ
ン
ク
集
構
築
へ
の
参
加
経
験
か
ら
、

「
日
本
語
歴
史
的
典
籍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
日
本
研
究
国
際
的
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
・
機
関
間
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
の
必
須
構
成
部
分
と
し
て
発
展
す
る

こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワークへの期待
石上 英一東京大学名誉教授
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「
草
双
紙
を
中
心
と
し
た
近
世
挿
絵
史
の
再
構
築
」経
過
報
告

日
本
漢
詩
文
に
お
け
る
古
典
形
成
の
研
究
な
ら
び
に

研
究
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
日
本
漢
文
学
の
通
史
の
検
討

「
草
双
紙
を
中
心
と
し
た
近
世
挿
絵
史
の
再
構
築
」経
過
報
告

〈共同研究紹介・公募型〉〈共同研究紹介・公募型〉

実
践
女
子
大
学
教
授
　
佐
藤
　
悟

日
本
漢
詩
文
に
お
け
る
古
典
形
成
の
研
究
な
ら
び
に

研
究
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
日
本
漢
文
学
の
通
史
の
検
討

合
山 

林
太
郎

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

（
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
デ
ザ
イ
ン・セ
ン
タ
ー
）准
教
授

　
草
双
紙
は
享
保
期
か
ら
明
治
中
期
ま
で
継
続
的
に

出
版
さ
れ
て
い
る
た
め
、時
間
軸
に
沿
っ
た
近
世
挿
絵
史

の
構
築
が
容
易
と
予
想
さ
れ
ま
す
。草
双
紙
は
同
時
代

の
出
版
物
の
中
で
は
最
下
層
に
位
置
づ
け
ら
れ
、絵
入

浄
瑠
璃
本
、芝
居
絵
本
、浮
世
草
子
、八
文
字
屋
本
、読

本
、上
方
絵
本
と
いっ
た
他
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
の
影
響
を

最
も
受
け
や
す
い
も
の
で
し
た
。草
双
紙
の
挿
絵
は
鳥

居
派
、奥
村
派
、勝
川
派
、歌
川
派
、北
斎
派
な
ど
そ
の

時
代
を
代
表
す
る
画
工
た
ち
が
担
当
し
、こ
れ
ら
の
画

工
は
草
双
紙
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
多
く
の
作
品
を
残

し
て
い
ま
す
。た
だ
草
双
紙
は
江
戸
中
心
で
す
が
、上

方
の
西
川
祐
信
、大
岡
春
卜
、耳
鳥
齋
ら
の
挿
絵
を
研

究
す
る
こ
と
に
よ
り
、江
戸
と
上
方
の
相
互
の
影
響
関

係
を
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、重
層
的
な
近
世

挿
絵
史
を
構
築
で
き
ま
す
。佐
藤
を
研
究
代
表
者
と

し
て
、絵
入
本
学
会
の
近
世
関
係
の
主
要
メ
ン
バ
ー
を

共
同
研
究
者
と
し
て
本
研
究
は
発
足
し
ま
し
た
。

　
研
究
の
検
証
手
段
と
し
て
十
二
月
二
十
日（
土
）、二
十

一
日（
日
）に
同
志
社
大
学
で
第
七
回
絵
入
本
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。絵
入
本
学
会
会
長
服
部
仁

（
同
朋
大
学
）の
開
会
の
辞
に
続
き
、日
比
谷
孟
俊（
慶
應

義
塾
大
学
）「
歌
舞
伎
，天
下
祭
，吉
原
俄
の
共
通
点
と
男

芸
者
の
役
割
」、山
名
順
子（
川
村
学
園
女
子
大
学
）「
山

東
京
伝
の
合
巻
に
お
け
る
挿
絵
と
そ
の
表
象―

『
磯
馴
松

金
糸
腰
蓑
』を
例
と
し
て―

」、村
上
敬（
関
西
大
学・院
）

「
応
挙
写
生
帖
の
意
味
」、髙
木
元（
千
葉
大
学
）「
錦
絵
の

〈
填
詞
〉を
め
ぐ
って
」、神
林
尚
子（
東
京
大
学・院
）「〈
お

竹
大
日
〉も
の
草
双
紙
を
め
ぐ
って―

『
於
竹
大
日
忠
孝

鏡
』を
中
心
に―

」、北
川
博
子（
あ
べのハル
カ
ス
美
術
館
）

「
流
光
斎
画
役
者
絵
本
、『
画
本
行
潦
』の
意
義
」、ロ
ー
レ
ン

ス・マ
ル
ソ
ー（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
）「
鳥
山
石
燕
画
作『
画

図・百
鬼
夜
行
』シ
リ
ー
ズ
の
挿
絵
と
詞
書
き
の
考
察
」、ク

リ
ス
ト
フ・マ
ル
ケ（
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
大
学
・

日
仏
会
館
）「
北
斎『
諸
職
絵
本 

葛
飾
新
鄙
形
』フ
ラ
ン
ス

国
立
図
書
館
蔵
本
の
仏
訳
と
復
刻
出
版
」、浅
野
秀
剛

（
大
和
文
華
館
）「
初
期
浮
世
絵
の
画
題―

〈
薄
雪
〉〈
定

家
〉を
中
心
に―
」、廣
瀬
千
紗
子（
同
志
社
女
子
大
学
）

「
享
保
期
江
戸
歌
舞
伎
せ
り
ふ
正
本
考―

物
売
り
の
せ
り

ふ
を
め
ぐ
って―

」の
諸
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。質

疑
応
答
で
は『
葛
飾
新
鄙
形
』に
描
か
れ
た
建
物
に
つい
て

建
築
史
の
専
門
家
か
ら
発
言
が
あ
る
な
ど
、挿
絵
研
究
の

可
能
性
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、異
分
野
か
ら
の
視
点
の

重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
、充
実
し
た
内
容
と

な
り
ま
し
た
。佐
藤
が
基
調
報
告
と
し
て「
近
世
挿
絵
史

の
構
築
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」と
題
し
、草
双
紙
を
中
心
と

し
た
挿
絵
研
究
の
可
能
性
と
問
題
点
が
報
告
さ
れ
、そ
の

後
のマ
テ
ィ・フ
ォ
ラ
ー（
ラ
イ
デ
ン
民
族
学
博
物
館
）、山
田

和
人（
同
志
社
大
学
）を
司
会
と
し
た
自
由
討
議
で
は
、

画
題
を
中
心
と
し
て
挿
絵
の
研
究
を
行
う
と
い
う
佐
藤

の
提
案
に
対
し
、古
典
の
素
養
に
頼
り
す
ぎ
る
と
い
う
批

判
が
あ
る
な
ど
、活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。山
本

和
明（
国
文
学
研
究
資
料
館
）に
よ
る
閉
会
の
辞
が
あ
り
、

無
事
閉
会
し
ま
し
た
。

　
絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
Ⅷ
は
今
年
の
十
二
月
十

二
日（
土
）・
十
三
日（
日
）に
松
本
の
日
本
浮
世
絵
博

物
館
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
日
本
漢
詩
文
に
お
け
る
古
典
形
成

の
研
究
な
ら
び
に
研
究
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

し
た
日
本
漢
文
学
の
通
史
の
検
討
」（
通
称
日
本
漢
文
学

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）の
主
な
研
究
目
標
は
、次
の
二
点
で
す
。

一
．日
本
漢
文
学
に
お
け
る〝
名
詩
〞や〝
名
文
〞と
さ
れ

　
る
作
品（
キ
ャ
ノ
ン
）が
、い
つ
、ど
の
よ
う
な
過
程

　
を
経
て
定
ま
っ
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
。そ
の
考

　
察
を
通
じ
、日
本
漢
詩
文
の
研
究
や
評
価
の
文
脈

　
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

二
．最
新
の
研
究
成
果
を
反
映
し
、か
つ
、世
界
の
様
々
な

　
国
や
地
域
の
研
究
者
に
よって
共
有
可
能
な
日
本
漢

　
文
学
の
通
史（
古
代
〜
近
代
）を
検
討
す
る
こ
と
。

　
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、次
に
掲
げ
る
十
三
名
の

日
本
漢
文
学
や
中
国
学
の
専
門
家
に
集
ま
って
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
　
浅
見
洋
二
、康
盛
国
、金
程
宇
、高
兵
兵
、滝
川
幸
司
、

　
　
中
本
大
、新
稲
法
子
、仁
木
夏
実
、福
島
理
子
、

　
　
マ
シュー・フ
レ
ー
リ（
二
〇
一
五
年
度
〜
）、町
泉
寿
郎
、

　
　
湯
浅
邦
弘
、鷲
原
知
良（
五
十
音
順
、敬
称
略
）

　
メ
ン
バ
ー
の
間
で
は
、二
．の
通
史
の
作
成
を
中
心
に
す
で

に
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。昨
年
十
一
月
二
十
九
日
、本

年
一
月
十
日
の
二
回
に
わ
た
り
、研
究
会
を
開
き
、新
た
に

作
る
日
本
漢
文
学
史
の
イ
メ
ー
ジ
に
つい
て
認
識
を
共
有
し

ま
し
た
。議
論
の
中
で
、漢
文
学
の
専
門
家
で
は
な
い
方
も

手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
ベ
ー
シッ
ク
な
も
の
を
目
指
そ
う
、

と
い
う
大
き
な
方
向
性
が
確
認
さ
れ
、現
在
、そ
の
具
体
的

な
構
成
に
つい
て
検
討
を
行
って
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
の
使
命
は
、日
本
文
学

領
域
が
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
漢
詩
文
に
つ
い
て
の

研
究
を
、世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
で
す
。と
く
に

こ
の
通
史
に
関
し
て
は
、中
国
語
、韓
国
語
、英
語
な
ど

の
主
要
外
国
語
に
翻
訳
で
き
る
よ
う
、記
述
の
あ
り
方

を
工
夫
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
ま
た
、一．に
述
べ
た
日
本
漢
詩
文
の
キ
ャ
ノ
ン・ス
タ
デ
ィ
ー

に
つい
て
は
、合
山
が「
永
井
荷
風
に
よ
る
館
柳
湾
評
価
の
背

景
」（『
語
文
』一
〇
三
号
、二
〇
一
四
年
十
二
月
）を
発
表

し
、江
戸
時
代
の
漢
詩
人
館
柳
湾
に
つい
て
、よ
く
知
ら
れ
た

永
井
荷
風『
葷
斎
漫
筆
』に
お
け
る
言
及
以
外
に
も
、近
世・

近
代
に
お
い
て
様
々
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
ま
し
た
。今
後
も
、近
現
代
の
文
献
を
網
羅
的
に
調
査
し

な
が
ら
、同
様
の
手
法
で
分
析
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
研
究
の
成
果
は
、三
月
二
十
三
日（
月
）に
大

阪
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る「
第
一
回
　
日
本
漢
文
学

総
合
討
論
」、そ
し
て
、八
月
末
に
中
国
・
西
北
大
学
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
和
漢
比
較
文
学
会
特
別
例
会
に
お
い
て
、パ

ネ
ル・デ
ィ
ス
カッ
シ
ョン
な
ど
の
形
で
発
信
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、プ
ロ
ジェク
ト
の
活
動
に
つい
て
は
、次
のU

RL

の
ブ
ロ

グ
に
お
い
て
随
時
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

《http://nihonkanbungaku.blogspot.jp/ 

》

　
本
プ
ロ
ジェク
ト
は
、開
始
以
来
、多
く
の
関
係
者
、団
体

の
方
よ
り
ご
助
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。今
後
も
、多
く
の
方
と
連
携
し
な
が
ら
研
究

を
進
め
る
所
存
で
す
。引
き
続
き
、ご
支
援
の
ほ
ど
、よ
ろ
し

く
お
願
いい
た
し
ま
す
。
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東
京
大
学・院
）「〈
お

竹
大
日
〉も
の
草
双
紙
を
め
ぐ
って―

『
於
竹
大
日
忠
孝

鏡
』を
中
心
に―

」、北
川
博
子（
あ
べのハル
カ
ス
美
術
館
）

「
流
光
斎
画
役
者
絵
本
、『
画
本
行
潦
』の
意
義
」、ロ
ー
レ
ン

ス・マ
ル
ソ
ー（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
）「
鳥
山
石
燕
画
作『
画

図・百
鬼
夜
行
』シ
リ
ー
ズ
の
挿
絵
と
詞
書
き
の
考
察
」、ク

リ
ス
ト
フ・マ
ル
ケ（
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
大
学
・

日
仏
会
館
）「
北
斎『
諸
職
絵
本 

葛
飾
新
鄙
形
』フ
ラ
ン
ス

国
立
図
書
館
蔵
本
の
仏
訳
と
復
刻
出
版
」、浅
野
秀
剛

（
大
和
文
華
館
）「
初
期
浮
世
絵
の
画
題―

〈
薄
雪
〉〈
定

家
〉を
中
心
に―

」、廣
瀬
千
紗
子（
同
志
社
女
子
大
学
）

「
享
保
期
江
戸
歌
舞
伎
せ
り
ふ
正
本
考―

物
売
り
の
せ
り

ふ
を
め
ぐ
って―

」の
諸
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。質

疑
応
答
で
は『
葛
飾
新
鄙
形
』に
描
か
れ
た
建
物
に
つい
て

建
築
史
の
専
門
家
か
ら
発
言
が
あ
る
な
ど
、挿
絵
研
究
の

可
能
性
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、異
分
野
か
ら
の
視
点
の

重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
、充
実
し
た
内
容
と

な
り
ま
し
た
。佐
藤
が
基
調
報
告
と
し
て「
近
世
挿
絵
史

の
構
築
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」と
題
し
、草
双
紙
を
中
心
と

し
た
挿
絵
研
究
の
可
能
性
と
問
題
点
が
報
告
さ
れ
、そ
の

後
のマ
テ
ィ・フ
ォ
ラ
ー（
ラ
イ
デ
ン
民
族
学
博
物
館
）、山
田

和
人（
同
志
社
大
学
）を
司
会
と
し
た
自
由
討
議
で
は
、

画
題
を
中
心
と
し
て
挿
絵
の
研
究
を
行
う
と
い
う
佐
藤

の
提
案
に
対
し
、古
典
の
素
養
に
頼
り
す
ぎ
る
と
い
う
批

判
が
あ
る
な
ど
、活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。山
本

和
明（
国
文
学
研
究
資
料
館
）に
よ
る
閉
会
の
辞
が
あ
り
、

無
事
閉
会
し
ま
し
た
。

　
絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
Ⅷ
は
今
年
の
十
二
月
十

二
日（
土
）・
十
三
日（
日
）に
松
本
の
日
本
浮
世
絵
博

物
館
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
日
本
漢
詩
文
に
お
け
る
古
典
形
成

の
研
究
な
ら
び
に
研
究
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

し
た
日
本
漢
文
学
の
通
史
の
検
討
」（
通
称
日
本
漢
文
学

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）の
主
な
研
究
目
標
は
、次
の
二
点
で
す
。

一
．日
本
漢
文
学
に
お
け
る〝
名
詩
〞や〝
名
文
〞と
さ
れ

　
る
作
品（
キ
ャ
ノ
ン
）が
、い
つ
、ど
の
よ
う
な
過
程

　
を
経
て
定
ま
っ
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
。そ
の
考

　
察
を
通
じ
、日
本
漢
詩
文
の
研
究
や
評
価
の
文
脈

　
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

二
．最
新
の
研
究
成
果
を
反
映
し
、か
つ
、世
界
の
様
々
な

　
国
や
地
域
の
研
究
者
に
よって
共
有
可
能
な
日
本
漢

　
文
学
の
通
史（
古
代
〜
近
代
）を
検
討
す
る
こ
と
。

　
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、次
に
掲
げ
る
十
三
名
の

日
本
漢
文
学
や
中
国
学
の
専
門
家
に
集
ま
って
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
　
浅
見
洋
二
、康
盛
国
、金
程
宇
、高
兵
兵
、滝
川
幸
司
、

　
　
中
本
大
、新
稲
法
子
、仁
木
夏
実
、福
島
理
子
、

　
　
マ
シュー・フ
レ
ー
リ（
二
〇
一
五
年
度
〜
）、町
泉
寿
郎
、

　
　
湯
浅
邦
弘
、鷲
原
知
良（
五
十
音
順
、敬
称
略
）

　
メ
ン
バ
ー
の
間
で
は
、二
．の
通
史
の
作
成
を
中
心
に
す
で

に
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。昨
年
十
一
月
二
十
九
日
、本

年
一
月
十
日
の
二
回
に
わ
た
り
、研
究
会
を
開
き
、新
た
に

作
る
日
本
漢
文
学
史
の
イ
メ
ー
ジ
に
つい
て
認
識
を
共
有
し

ま
し
た
。議
論
の
中
で
、漢
文
学
の
専
門
家
で
は
な
い
方
も

手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
ベ
ー
シッ
ク
な
も
の
を
目
指
そ
う
、

と
い
う
大
き
な
方
向
性
が
確
認
さ
れ
、現
在
、そ
の
具
体
的

な
構
成
に
つい
て
検
討
を
行
って
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
の
使
命
は
、日
本
文
学

領
域
が
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
漢
詩
文
に
つ
い
て
の

研
究
を
、世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
で
す
。と
く
に

こ
の
通
史
に
関
し
て
は
、中
国
語
、韓
国
語
、英
語
な
ど

の
主
要
外
国
語
に
翻
訳
で
き
る
よ
う
、記
述
の
あ
り
方

を
工
夫
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
ま
た
、一．に
述
べ
た
日
本
漢
詩
文
の
キ
ャ
ノ
ン・ス
タ
デ
ィ
ー

に
つい
て
は
、合
山
が「
永
井
荷
風
に
よ
る
館
柳
湾
評
価
の
背

景
」（『
語
文
』一
〇
三
号
、二
〇
一
四
年
十
二
月
）を
発
表

し
、江
戸
時
代
の
漢
詩
人
館
柳
湾
に
つい
て
、よ
く
知
ら
れ
た

永
井
荷
風『
葷
斎
漫
筆
』に
お
け
る
言
及
以
外
に
も
、近
世・

近
代
に
お
い
て
様
々
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
ま
し
た
。今
後
も
、近
現
代
の
文
献
を
網
羅
的
に
調
査
し

な
が
ら
、同
様
の
手
法
で
分
析
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
研
究
の
成
果
は
、三
月
二
十
三
日（
月
）に
大

阪
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る「
第
一
回
　
日
本
漢
文
学

総
合
討
論
」、そ
し
て
、八
月
末
に
中
国
・
西
北
大
学
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
和
漢
比
較
文
学
会
特
別
例
会
に
お
い
て
、パ

ネ
ル・デ
ィ
ス
カッ
シ
ョン
な
ど
の
形
で
発
信
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、プ
ロ
ジェク
ト
の
活
動
に
つい
て
は
、次
のU

RL

の
ブ
ロ

グ
に
お
い
て
随
時
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

《http://nihonkanbungaku.blogspot.jp/ 

》

　
本
プ
ロ
ジェク
ト
は
、開
始
以
来
、多
く
の
関
係
者
、団
体

の
方
よ
り
ご
助
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。今
後
も
、多
く
の
方
と
連
携
し
な
が
ら
研
究

を
進
め
る
所
存
で
す
。引
き
続
き
、ご
支
援
の
ほ
ど
、よ
ろ
し

く
お
願
いい
た
し
ま
す
。
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　春
は
、出
会
い
と
別
れ
の
季
節
と
言
い
ま
す
。進
学
・

卒
業
・
就
職
・
転
勤
な
ど
様
々
な
事
情
で
、人
の
移
動
が

多
い
季
節
で
す
。新
た
な
門
出
を
迎
え
た
人
に
花
を
贈

る
、あ
る
い
は
、自
ら
の
門
出
に
贈
ら
れ
る
。そ
ん
な
経

験
は
、お
そ
ら
く
誰
に
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。人
が
新

た
な
環
境
に
身
を
移
す
局
面
で
、花
は
か
な
り
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
そ
れ
は
、た
と
え

ば
江
戸
時
代
で
も
同
じ
で
し
た
。

　古
来
、人
間
は
草
花
を
愛
で
て
き
ま
し
た
。も
ち
ろ

ん
、自
然
に
生
え
た
、あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
愛
で
る
こ

と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。一
方
で
、そ
れ
ら
を
手
折
り
、

生
活
の
場
に
取
り
入
れ
て
も
き
た
の
で
す
。江
戸
時
代

は
、そ
の
作
法
の
体
系
化
が
本
格
的
に
進
ん
だ
時
代
で

し
た
。江
戸
時
代
初
期
、二
代
池
坊
専
好
は
座
敷
飾
り

の
一
環
と
し
て
室
町
時
代
に
成
立
し
た「
た
て
花
」を

理
論
化
し
、「
立
花
」と
い
う
様
式
に
ま
と
め
ま
す
。

「
た
て
花
」が
、し
ん
と
下
草
と
で
成
る
の
に
対
し
、

心
・
正
心
・
副
・
請
・
流
枝
・
見
越
・
前
置
と
い
う
七
つ
の

構
成
要
素
を
持
つ
様
式
で
す
。

　理
論
と
形
式
と
を
併
せ
持
つ「
立
花
」は
、町
人
層
に

ま
で
浸
透
し
、教
則
本
と
し
て
の
花
道
書
が
相
次
い
で

出
版
さ
れ
ま
し
た
。天
和
四（
一
六
八
四
）年
出
版
の

『
立
華
正
道
集
』は
、そ
ん
な
花
道
書
の
中
で
も
早
い
時

期
の
も
の
で
す
。そ
こ
で
は
、季
節
や
局
面
ご
と
に
用

い
る
べ
き
草
花
の
種
類
が
列
挙
さ
れ
、実
際
に
草
花
を

立
て
た
様
を
描
い
た
立
花
図
も
多
数
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
。江
戸
時
代
に
生
き
た
人
々
が
、ど
の
よ
う
な
種

類
の
草
花
を
、ど
の
よ
う
に
観
賞
し
て
い
た
の
か
、を

容
易
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

　こ
の
本
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
局
面
の
一
つ
が

「
移
徙
」、す
な
わ
ち
引
越
し
で
す
。「
赤
き
色
あ
る
草

木
を
嫌
へ
り
。外
の
い
ろ
に
て
あ
し
ら
ふ
べ
し
。檜
木

を
か
な
ら
ず
さ
す
事
と
な
り
。一
瓶
に
ぎ
や
か
に
さ
す

べ
し（
赤
色
が
あ
る
草
木
を
避
け
、他
の
色
を
あ
し
ら

う
べ
き
で
あ
る
。檜
木
を
必
ず
挿
す
。花
瓶
に
賑
や
か

に
挿
す
べ
き
で
あ
る
）」。

　こ
れ
が
、引
越
し
の
際
に
立
て
る
草
花
の
あ
る
べ
き

姿
だ
そ
う
で
す
。な
ぜ
赤
色
が
嫌
わ
れ
、檜
木
が
必
要

と
さ
れ
る
の
か
。新
居
に
移
っ
て
新
た
な
生
活
を
始
め

る
時
の
こ
と
を
思
い
描
い
て
み
れ
ば
、答
え
は
簡
単
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。赤
色
は
火
を
思
わ
せ
る
か
ら
避
け
、

檜
木
は「
火
の
く（
退
く
）」に
通
じ
る
か
ら
必
ず
挿

す
。要
す
る
に
、火
災
に
遭
わ
ぬ
こ
と
を
祈
念
し
て
い

る
の
で
す
。

　「
立
花
」は
、単
な
る
自
然
風
景
の
複
写
で
は
な
く
、

抽
象
化
さ
れ
た
自
然
の
追
及
・
表
現
を
志
向
し
て
お

り
、そ
の
意
味
で
芸
術
と
呼
び
う
る
と
評
さ
れ
ま
す

（
井
上
治「
花
道
思
想
に
お
け
る
出
生
と
花
矩
に
関
す

る
試
論
」、『
人
文
学
の
正
午
』一
号
、二
〇
一
〇
年
な

ど
）。花
道
が
芸
道
と
し
て
確
立
す
る
過
程
で
、「
立

花
」の
成
立
は
一
大
画
期
で
し
た
。芸
道
と
し
て
の
花

道
は
、日
常
の
中
で
何
気
な
く
通
用
し
て
い
た
験
担

ぎ
、あ
る
い
は
言
葉
遊
び
の
類
を
も
組
み
込
み
な
が
ら

形
を
成
す
の
で
す
。

コ ラ ム 引越しの花 片岡　耕平

『立華正道集』より
国文学研究資料館蔵　請求番号：49-62-1～4

　三
〇
万
件
に
も
及
ぶ
大
規
模
な
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
に
あ
たって
、

本
プ
ロ
ジェク
ト
で
は
分
野
別
の
収
集
を
行
って
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
各
専
門
に

分
か
れ
て
情
報
の
共
有
が
な
さ
れ
て
こ
な
かっ
た
各
分
野
を
ま
た
ぐ
研
究
を

促
す
と
い
う
意
図
を
持
つ
も
の
で
す
が
、特
定
の
分
野
に
特
色
の
あ
る
コ
レ
ク

シ
ョン
を
集
中
的
に
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
提
供
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
網
羅
的
に
行
わ
れ
る
収
集
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の

中
で
も「
分
野
」と
い
う
こ
と
は
常
に
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　で
は
、「
分
野
」と
は
何
を
指
す
の
で
し
ょ
う
。そ
れ
は
、古
典
籍
総
合
目
録

で
の
分
類
項
目
を
も
と
に
、神
祇
・
仏
教
・
産
業
・
理
学…

な
ど
の
よ
う
に
大

き
く
二
〇
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。そ
し
て
、は
じ
め
に
対
象
と
し
た
分
野
が

「
医
学
」で
し
た
。私
た
ち

が
最
も
関
心
を
も
って
い

る
分
野
と
も
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　医
学
分
野
の
画
像
を

集
め
た
い
、そ
の
私
た
ち
の

依
頼
を
快
く
受
け
て
協

力
し
て
下
さっ
た
の
が
、銀

座
の
ソ
ニ
ー
ビ
ル
の
す
ぐ

近
く
の
眼
科
医
院
に
併

設
の
研
医
会
図
書
館
で

し
た
。研
医
会
図
書
館
に

は
、約
一
八
〇
〇
点
の
古
典
籍
の
医
学
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
て
い
ま
す
。撮
影

は
本
年
度
で
二
年
目
と
な
り
、一
年
目
は『
解
体
新
書
』な
ど
有
名
な
著
を
中

心
に
、本
年
度
は
、貴
重
な
古
活
字
版
な
ど
古
い
と
こ
ろ
か
ら
、な
る
べ
く
他
の

機
関
に
は
あ
ま
り
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
選
ん
で
撮
影
し
ま
し
た
。

　撮
影
に
先
立
って
、先
ず
プ
ロ
ジェク
ト
研
究
員
が
訪
問
し
て
原
本
の
状
態

の
チェッ
ク
や
丁
数
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
。昨
年
度
は
千
葉
真
由
美
・
井

黒
佳
穂
子
、本
年
度
は
井
黒
佳
穂
子・片
岡
耕
平
が
訪
問
し
て
、ス
ム
ー
ズ
に

撮
影
が
行
え
る
よ
う
に
準
備
し
ま
し
た
。各
年
そ
れ
ぞ
れ
約
五
〇
点
、一
万

コマ
前
後
の
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。撮
影
は
業
者
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。三
ヶ

月
に
ま
た
がって
大
き
な
機
材
を
置
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、温
か
い
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
て
い
た
だ
い
た
研
医
会
の
画
像
は
、国
文
学
研
究
資
料
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
と
め
て
閲
覧
す
る
に
は「
マ
イ
ク
ロ
デ
ジ
タ

ル
一
覧
」のペ
ー
ジ
に
あ
る「
デ
ジ
タ
ル
公
開
所
蔵
者
一
覧
表
」か
ら
が
便
利
で

す
。ま
た
、研
医
会
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
も
美
し
い
サ
ム
ネ
イ
ル
の
付
さ
れ
た
画

像
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
御
覧
下
さ
い
。

　こ
れ
ら
医
学
関
係
書
の
利
用
の
便
を
は
か
る
た
め
富
士
川
游
著『
日
本
疾
病

史
』の
テ
キ
ス
ト
化
を
行
い
、そ
こ
か
ら
の
リ
ン
ク
付
け
を
行
う
予
定
で
す
。初
版

は
明
治
四
十
五
年
の
か
な
り
堅
い
文
章
で
す
が
、江
戸
時
代
以
前
の
病
に
つい
て

の
考
え
方
が
丁
寧
に
考
察
さ
れ
て
い
ま
す
。他
に
、医
学
書
の
タ
グ
付
け
も
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
も
手
掛
り
と
し
て
、私
た
ち
の
先
人
が
病
に
向
き
合
っ

て
き
た
歴
史
を
、画
像
を
通
し
て
繙
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
って
い
ま
す
。
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　春
は
、出
会
い
と
別
れ
の
季
節
と
言
い
ま
す
。進
学
・

卒
業
・
就
職
・
転
勤
な
ど
様
々
な
事
情
で
、人
の
移
動
が

多
い
季
節
で
す
。新
た
な
門
出
を
迎
え
た
人
に
花
を
贈

る
、あ
る
い
は
、自
ら
の
門
出
に
贈
ら
れ
る
。そ
ん
な
経

験
は
、お
そ
ら
く
誰
に
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。人
が
新

た
な
環
境
に
身
を
移
す
局
面
で
、花
は
か
な
り
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
そ
れ
は
、た
と
え

ば
江
戸
時
代
で
も
同
じ
で
し
た
。

　古
来
、人
間
は
草
花
を
愛
で
て
き
ま
し
た
。も
ち
ろ

ん
、自
然
に
生
え
た
、あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
愛
で
る
こ

と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。一
方
で
、そ
れ
ら
を
手
折
り
、

生
活
の
場
に
取
り
入
れ
て
も
き
た
の
で
す
。江
戸
時
代

は
、そ
の
作
法
の
体
系
化
が
本
格
的
に
進
ん
だ
時
代
で

し
た
。江
戸
時
代
初
期
、二
代
池
坊
専
好
は
座
敷
飾
り

の
一
環
と
し
て
室
町
時
代
に
成
立
し
た「
た
て
花
」を

理
論
化
し
、「
立
花
」と
い
う
様
式
に
ま
と
め
ま
す
。

「
た
て
花
」が
、し
ん
と
下
草
と
で
成
る
の
に
対
し
、

心
・
正
心
・
副
・
請
・
流
枝
・
見
越
・
前
置
と
い
う
七
つ
の

構
成
要
素
を
持
つ
様
式
で
す
。

　理
論
と
形
式
と
を
併
せ
持
つ「
立
花
」は
、町
人
層
に

ま
で
浸
透
し
、教
則
本
と
し
て
の
花
道
書
が
相
次
い
で

出
版
さ
れ
ま
し
た
。天
和
四（
一
六
八
四
）年
出
版
の

『
立
華
正
道
集
』は
、そ
ん
な
花
道
書
の
中
で
も
早
い
時

期
の
も
の
で
す
。そ
こ
で
は
、季
節
や
局
面
ご
と
に
用

い
る
べ
き
草
花
の
種
類
が
列
挙
さ
れ
、実
際
に
草
花
を

立
て
た
様
を
描
い
た
立
花
図
も
多
数
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
。江
戸
時
代
に
生
き
た
人
々
が
、ど
の
よ
う
な
種

類
の
草
花
を
、ど
の
よ
う
に
観
賞
し
て
い
た
の
か
、を

容
易
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

　こ
の
本
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
局
面
の
一
つ
が

「
移
徙
」、す
な
わ
ち
引
越
し
で
す
。「
赤
き
色
あ
る
草

木
を
嫌
へ
り
。外
の
い
ろ
に
て
あ
し
ら
ふ
べ
し
。檜
木

を
か
な
ら
ず
さ
す
事
と
な
り
。一
瓶
に
ぎ
や
か
に
さ
す

べ
し（
赤
色
が
あ
る
草
木
を
避
け
、他
の
色
を
あ
し
ら

う
べ
き
で
あ
る
。檜
木
を
必
ず
挿
す
。花
瓶
に
賑
や
か

に
挿
す
べ
き
で
あ
る
）」。

　こ
れ
が
、引
越
し
の
際
に
立
て
る
草
花
の
あ
る
べ
き

姿
だ
そ
う
で
す
。な
ぜ
赤
色
が
嫌
わ
れ
、檜
木
が
必
要

と
さ
れ
る
の
か
。新
居
に
移
っ
て
新
た
な
生
活
を
始
め

る
時
の
こ
と
を
思
い
描
い
て
み
れ
ば
、答
え
は
簡
単
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。赤
色
は
火
を
思
わ
せ
る
か
ら
避
け
、

檜
木
は「
火
の
く（
退
く
）」に
通
じ
る
か
ら
必
ず
挿

す
。要
す
る
に
、火
災
に
遭
わ
ぬ
こ
と
を
祈
念
し
て
い

る
の
で
す
。

　「
立
花
」は
、単
な
る
自
然
風
景
の
複
写
で
は
な
く
、

抽
象
化
さ
れ
た
自
然
の
追
及
・
表
現
を
志
向
し
て
お

り
、そ
の
意
味
で
芸
術
と
呼
び
う
る
と
評
さ
れ
ま
す

（
井
上
治「
花
道
思
想
に
お
け
る
出
生
と
花
矩
に
関
す

る
試
論
」、『
人
文
学
の
正
午
』一
号
、二
〇
一
〇
年
な

ど
）。花
道
が
芸
道
と
し
て
確
立
す
る
過
程
で
、「
立

花
」の
成
立
は
一
大
画
期
で
し
た
。芸
道
と
し
て
の
花

道
は
、日
常
の
中
で
何
気
な
く
通
用
し
て
い
た
験
担

ぎ
、あ
る
い
は
言
葉
遊
び
の
類
を
も
組
み
込
み
な
が
ら

形
を
成
す
の
で
す
。

コ ラ ム 引越しの花 片岡　耕平

『立華正道集』より
国文学研究資料館蔵　請求番号：49-62-1～4

　三
〇
万
件
に
も
及
ぶ
大
規
模
な
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
に
あ
たって
、

本
プ
ロ
ジェク
ト
で
は
分
野
別
の
収
集
を
行
って
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
各
専
門
に

分
か
れ
て
情
報
の
共
有
が
な
さ
れ
て
こ
な
かっ
た
各
分
野
を
ま
た
ぐ
研
究
を

促
す
と
い
う
意
図
を
持
つ
も
の
で
す
が
、特
定
の
分
野
に
特
色
の
あ
る
コ
レ
ク

シ
ョン
を
集
中
的
に
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
提
供
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
網
羅
的
に
行
わ
れ
る
収
集
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の

中
で
も「
分
野
」と
い
う
こ
と
は
常
に
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　で
は
、「
分
野
」と
は
何
を
指
す
の
で
し
ょ
う
。そ
れ
は
、古
典
籍
総
合
目
録

で
の
分
類
項
目
を
も
と
に
、神
祇
・
仏
教
・
産
業
・
理
学…

な
ど
の
よ
う
に
大

き
く
二
〇
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。そ
し
て
、は
じ
め
に
対
象
と
し
た
分
野
が

「
医
学
」で
し
た
。私
た
ち

が
最
も
関
心
を
も
って
い

る
分
野
と
も
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　医
学
分
野
の
画
像
を

集
め
た
い
、そ
の
私
た
ち
の

依
頼
を
快
く
受
け
て
協

力
し
て
下
さっ
た
の
が
、銀

座
の
ソ
ニ
ー
ビ
ル
の
す
ぐ

近
く
の
眼
科
医
院
に
併

設
の
研
医
会
図
書
館
で

し
た
。研
医
会
図
書
館
に

は
、約
一
八
〇
〇
点
の
古
典
籍
の
医
学
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
て
い
ま
す
。撮
影

は
本
年
度
で
二
年
目
と
な
り
、一
年
目
は『
解
体
新
書
』な
ど
有
名
な
著
を
中

心
に
、本
年
度
は
、貴
重
な
古
活
字
版
な
ど
古
い
と
こ
ろ
か
ら
、な
る
べ
く
他
の

機
関
に
は
あ
ま
り
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
選
ん
で
撮
影
し
ま
し
た
。

　撮
影
に
先
立
って
、先
ず
プ
ロ
ジェク
ト
研
究
員
が
訪
問
し
て
原
本
の
状
態

の
チェッ
ク
や
丁
数
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
。昨
年
度
は
千
葉
真
由
美
・
井

黒
佳
穂
子
、本
年
度
は
井
黒
佳
穂
子・片
岡
耕
平
が
訪
問
し
て
、ス
ム
ー
ズ
に

撮
影
が
行
え
る
よ
う
に
準
備
し
ま
し
た
。各
年
そ
れ
ぞ
れ
約
五
〇
点
、一
万

コマ
前
後
の
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。撮
影
は
業
者
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。三
ヶ

月
に
ま
た
がって
大
き
な
機
材
を
置
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、温
か
い
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
て
い
た
だ
い
た
研
医
会
の
画
像
は
、国
文
学
研
究
資
料
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
と
め
て
閲
覧
す
る
に
は「
マ
イ
ク
ロ
デ
ジ
タ

ル
一
覧
」のペ
ー
ジ
に
あ
る「
デ
ジ
タ
ル
公
開
所
蔵
者
一
覧
表
」か
ら
が
便
利
で

す
。ま
た
、研
医
会
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
も
美
し
い
サ
ム
ネ
イ
ル
の
付
さ
れ
た
画

像
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
御
覧
下
さ
い
。

　こ
れ
ら
医
学
関
係
書
の
利
用
の
便
を
は
か
る
た
め
富
士
川
游
著『
日
本
疾
病

史
』の
テ
キ
ス
ト
化
を
行
い
、そ
こ
か
ら
の
リ
ン
ク
付
け
を
行
う
予
定
で
す
。初
版

は
明
治
四
十
五
年
の
か
な
り
堅
い
文
章
で
す
が
、江
戸
時
代
以
前
の
病
に
つい
て

の
考
え
方
が
丁
寧
に
考
察
さ
れ
て
い
ま
す
。他
に
、医
学
書
の
タ
グ
付
け
も
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
も
手
掛
り
と
し
て
、私
た
ち
の
先
人
が
病
に
向
き
合
っ

て
き
た
歴
史
を
、画
像
を
通
し
て
繙
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
って
い
ま
す
。
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国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
期
待

日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の

国
際
共
同
研
究

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
期
待

東
京
大
学
名
誉
教
授
　
石
上
　
英
一

〈
共
同
研
究
紹
介
・
公
募
型
〉

「
草
双
紙
を
中
心
と
し
た

近
世
挿
絵
史
の
再
構
築
」

経
過
報
告

実
践
女
子
大
学
教
授
　
佐
藤
　
悟

日
本
漢
詩
文
に
お
け
る

古
典
形
成
の
研
究
な
ら
び
に

研
究
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
し
た
日
本
漢
文
学
の

通
史
の
検
討

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
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デ
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授
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日
本
古
代
史
を
専
攻
し
奄
美
諸
島
史
も
学
ぶ
一
日
本
史
研
究
者

と
し
て
、「
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

への
期
待
と
要
望
を
記
し
た
い
。

　
私
は
、二
〇
一
二
年
三
月
、コ
レ
ー
ジュ・ド・フ
ラ
ン
ス：日
本
学
高

等
研
究
院（Institute des Hautes Études Japonaises, Collége 

de France

）主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム’Im

ages pieuses du Japon’

で
、「
元
三
大
師
信
仰
と
お
札
」の
報
告
の
機
会
を
得
た
。シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、故
ベル
ナ
ー
ル・フ
ラ
ン
ク
教
授
の
お
札
コ
レ
ク
シ
ョン
の
展
覧
会

（
二
〇
一
一
年
、ギ
メ
美
術
館
）と
論
集〝O

fuda : im
ages gravées 

des tem
ples japonais ‒ la collection Bernard Frank

〞

（IH
ÉJ

、 

二
〇
一
一
年
三
月
）刊
行
、お
札
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（Base 

d'o-fuda de Bernard Frank.

　http://ofuda.crcao.fr/

）公
開
を

記
念
し
て
開
催
さ
れ
た（
報
告
集
、〝O

fuda:A
m
ulettes et 

talism
ans du Japon

〞、Bibliothèque de L’Institute des 
H
autes Études Japonaises, 

二
〇
一
四
年
七
月
）。私
の
参
加
は
、

IHÉJ

及
びJosef Kyburz

教
授（CNRS

）のベル
ナ
ー
ル・フ
ラ
ン
ク
教

授
お
札
コ
レ
ク
ション
の
調
査
を
、二
〇
〇
二
年
六
月
か
ら
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
、次
い
で
國
學
院
大
學
千
々
和
到
教
授
の
研
究
グ
ル
ー

プ
が
参
加
し
て
の
支
援
の
開
始
の
契
機
と
な
る
助
言
す
る
機
会
が
、

史
料
編
纂
所
在
職
中
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。二
〇
〇
二
年
一
月
に

IH
ÉJ

の
松
崎
碩
子
所
長
に
お
札
コ
レ
ク
シ
ョン
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た

折
、『
大
日
本
史
料
』第
一
編
之
二
十
二（
一
九
八
三
年
十
一
月
刊
）

の
良
源（
元
三
大
師
。九
一
二
〜
九
八
五
年
）の
寂
伝
の
編
纂
に
参
加

し
た
経
験
か
ら
元
三
大
師
と
記
さ
れ
た
箱
に
気
付
き
調
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
、コ
レ
ク
ション
の
重
要
性
を
知
った
私
は
、調
査
への
支
援
を
松

崎
所
長
に
約
束
し
た
と
い
う
縁
が
あ
っ
た
。報
告
の
た
め
、中
世
に
信

仰
さ
れ
る
元
三
大
師
護
符（
御
影
大
師
、角
大
師
、降
魔
大
師
、豆
大

師
）の
創
出
前
史
を
検
討
す
る
中
で
、「
大
師
、栄
を
審
か
に
し
て
之

を
扶
持
し
、形
を
送
り
て
之
を
衛
護
せ
ら
れ
む
こ
と
を
」と
結
ぶ
長
元

三（
一
〇
三
〇
）年
天
台
座
主
僧
正
慶
命
追
薦
文
を
、比
叡
山
横
川
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
当
セ
ン
タ
ー
主
催・共
催
）

◆
国
際
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｍ
Ｅ
Ａ

﹇
日
時
﹈平
成
二
十
七（
二
〇
一五
）年
三
月
六
日（
金
）〜
九
日（
月
）

﹇
会
場
﹈ア
ク
ア
ヴ
ィ
ラ
伊
勢
志
摩

　
　
　（
三
重
県
志
摩
市
大
王
町
船
越
三
二
三
八―

一）

﹇
主
催
﹈四
日
市
大
学
関
孝
和
数
学
研
究
所

http://w
w
w
.seki-kow

a.org/

◆
日
韓
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
太
閤
記
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

﹇
日
時
﹈平
成
二
十
七（
二
〇
一五
）年
三
月
十
四
日（
土
）

　
　
　
十
四
時
〜
十
七
時
三
十
分

﹇
会
場
﹈実
践
女
子
大
学
渋
谷
校
舎
内

　
　
　（
東
京
都
渋
谷
区
東
一―

一―

四
九
）

﹇
主
催
﹈実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所

http://w
w
w
.jissen.ac.jp/bungei/eiribon/

◆
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
第
一
回
　
日
本
漢
文
学
総
合
討
論
」

﹇
日
時
﹈平
成
二
十
七（
二
〇
一五
）年
三
月
二
十
三
日（
月
）

　
　
　
十
時
三
十
分
〜
十
七
時
三
十
分

﹇
会
場
﹈大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス 

文
学
研
究
科
本
館
大
会
議
室

　
　
　（
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一―

五
）

﹇
主
催
﹈「
日
本
漢
文
学
プ
ロ
ジェク
ト
」共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
、

　
　
　
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の

　
　
　
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
ク
ラ
ス
タ
ー

　
３
本
の
パ
ネ
ル・デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン「
日
本
漢
詩
の
古
典
化
と
近
代
の

文
芸
批
評
及
び
教
科
書
」「
祖
述
の
様
相―

近
世
詩
文
の
内
な
る
唐

土―

」「
日
本
漢
文
学
の
基
層―

宗
教
・
学
問
・
歴
史―

」、全
体
討
論

「
新
し
い
日
本
漢
文
学
の
通
史
を
考
え
る
」に
よ
っ
て
構
成
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

に
お
け
る
良
源
像
崇
敬
の
画
期
と
な
る
と
史
料
と
考
え
た
。追
薦
文

理
解
に
対
句
や
起
承
転
結
の
文
構
成
の
分
析
法
と
し
て
利
用
し
た
の

が
、「
作
文
大
体
」（
天
理
図
書
館
所
蔵
）に
収
め
ら
れ
る「
筆
大
体
」で

あ
っ
た
。一
〇
〜
一
三
世
紀
に
増
補
改
編
さ
れ
た「
作
文
大
体
」の
出

典
の
一
つ
は
源
順
撰「
作
文
大
体
」で
あ
っ
た
。私
は
、『
大
日
本
史
料
』

第一編
之
二
十（
一
九
七
七
年
三
月
刊
）・永
観
元
年
是
歳
の
源
順（
九

一
一
〜
九
八
三
年
）の
卒
伝
の
編
纂
に
参
加
し
た
経
験
か
ら
、池
田
温

編『
日
本
史
を
学
ぶ
た
め
の
漢
文
入
門
』、吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
六

年
一
月
）に
執
筆
の
機
会
を
得
た
時
、「
源
順
伝
か
ら
学
ぶ
」と
し
て
順

の
詩・文
の
構
成
分
析
を
試
み
た
こ
と
が
あ
った
。そ
の
際
、国
文
学
研

究
資
料
館
の
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、中
沢
稀
男・小
川

正
夫
・
山
崎
誠
諸
氏
の「
作
文
大
体
」諸
本
、神
野
藤
昭
夫
氏
の
源
順

伝
、田
坂
順
子
氏
の
扶
桑
集
の
諸
研
究
を
知
り
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
。小
生
も
構
築
に
参
加
し
た
史
料
編
纂
所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ

ム
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
群
は
研
究
に
欠
か
せ
な
い
情
報
資
源
で
あ
り
、『
大

日
本
史
料
』『
大
日
本
古
文
書
』な
ど
の
版
面
画
像
や
、謄
写
本・影
写

本
の一部
画
像
も
公
開
さ
れ
、自
宅
か
ら
で
も
検
索
結
果
を
利
用
し
て

閲
覧
で
き
る
。「
良
源
」等
で
検
索
し
、『
大
日
本
史
料
』等
の
版
面
を

見
る
こ
と
で
、近
世
初
頭
に
至
る
元
三
大
師
信
仰
の
展
開
に
関
わ
る

様
々
な
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、史
料
を
理
解
す
る

た
め
に
知
る
べ
き
語
彙・事
項
は
、個
人
会
員
に
なって
い
る「
ジ
ャ
パ
ン

ナ
レッ
ジ
」で『
国
史
大
辞
典
』『
日
本
国
語
大
辞
典
』な
ど
に
よ
り
調
べ

た
。順
伝
編
纂
の
頃
の
情
報
源
は
、編
年
史
料
部
各
研
究
室
で
作
成

し
た『
大
日
本
史
料
』の
手
書
の
人
名
・
書
名
索
引
や
索
引
カ
ー
ド
と

図
書
室
の
参
考
資
料
群
、書
物
と
し
て
の『
国
書
総
目
録
』『
国
歌
大

観
』『
平
安
朝
歌
合
大
成
』等
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、隔
世
の
感

を
覚
え
る
。歴
史・文
学・宗
教
史・思
想
史・美
術
史
な
ど
多
分
野
に

わ
た
る
前
近
代
期
日
本
研
究
に
お
い
て
、国
立
国
会
図
書
館
や
国
立

情
報
学
研
究
所
の
図
書・論
文
情
報
、国
文
学
研
究
資
料
館
や
史
料

編
纂
所
な
ど
の
資
料
目
録・論
文
情
報・史
料
集
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

必
須
の
研
究
手
段
と
なって
い
る
。CiNii

や
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
は
、タ
イ
ト
ル
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
引
用
史
料
や
学
術
用
語

も
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
で
き
研
究
の
助
け
と
な
る
。利
用
者
と
し
て

は
、キ
ー
ワ
ー
ド
情
報
か
ら
、直
接
、関
連
す
る
史
料
の
史
料
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
接
続
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
私
が
進
め
て
い
る『
奄
美
諸
島
編
年
史
料
　
古
琉
球
期
編
』下

（
上
、二
〇
一
四
年
五
月
）の
編
纂
で
、慶
長
十
四
年（
一
六
〇
六
年
、

万
暦
三
十
七
年
）の
島
津
氏
の
琉
球
征
討
に
関
り
、「
鉄
炮
記
」作
者

と
し
て
著
名
な
、薩
南
学
派
の
禅
僧
文
之
玄
昌（
南
浦
文
之
。一
五
五

五
〜
一
六
二
〇
年
）の
詩
・
文
を
調
べ
た
。文
之
の
詩
・
文
は
、一般
に

は
、寛
永
二
年
版
と
慶
安
二
年
版（
如
竹
の
跋
に
下
巻
に「
南
浦
戯

言
」を
増
補
と
あ
る
）の『
南
浦
文
集
』に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る（『
薩

藩
叢
書
』『
新
薩
藩
叢
書
』に
慶
安
二
年
版
収
載
）。版
本
所
載
の
慶

長
十
三
年
十
一
月「
討
琉
球
詩
并
序
」を
見
る
た
め
N
D
L
サ
ー
チ

で
調
べ
た
と
こ
ろ
、国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
で
寛
永

二
年
版
本
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
P
D
F
版
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。し
か
し
、寛
永
二
年
版
は
討
琉
球
詩
の
序
の
み
で
詩
は
収

め
ら
れ
て
お
ら
ず
、詩
は
慶
安
二
年
版
を
見
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知

り
、史
料
編
纂
所
に
出
か
け
慶
安
二
年
版
本
を
見
た
。慶
安
二
年
版

に
は
倭
点
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
所

蔵
玉
里
文
庫
の
文
之
自
筆「
南
浦
文
集
」「
南
浦
戯
言
」「
南
浦
棹
歌
」

（
鹿
児
島
の
大
龍
寺
伝
来
）に
は
、版
本
不
採
録
の
一
六
〇
九
年
三
〜

八
月
の
琉
球
関
係
の
詩
・
文
が
あ
る
。鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
の

古
典
籍
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
三
書
の
画
像
は
公
開
さ
れ
て
い
る

が
、残
念
な
が
ら
学
外
か
ら
画
像
は
見
ら
れ
な
い
。儒
学
史
・
国
語
学

で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、文
之
は
倭
点（
文
之
点
）を
四
書
集
註
等
に

施
し
た
。鹿
児
島
県
立
図
書
館
に
は
玉
里
文
庫
本
の
複
写
版
の「
南

浦
文
集
」が
あ
り
玄
昌
自
身
が
詩
・
文
に
加
え
た
文
之
点
を
知
る
こ

と
で
き
る
が
、同
館
所
蔵「
南
浦
戯
言
」（
討
琉
球
詩
并
序
を
所
収
）・

「
南
浦
棹
歌
」は
玉
里
島
津
家
所
蔵
本
の
謄
写
本（
昭
和
一
〇
年
配

架
）で
文
之
点
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、鹿
児
島
大
学
附
属
図

書
館
の
情
報
支
援
係
の
方
の
助
言
を
得
て
、自
筆
本「
南
浦
戯
言
」

「
南
浦
棹
歌
」の
必
要
部
分
の
複
写
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。琉

球
国
の
日
本
への
服
属
を
琉
球
の
立
場
か
ら
記
す「
喜
安
日
記
」の
写

本
は
、琉
球
大
学
附
属
図
書
館
の
琉
球・沖
縄
関
係
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
伊
波
普
猷
文
庫
か
ら
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
。『
奄
美
諸
島
編

年
史
料
　
古
琉
球
期
編
』の
編
纂
で
は
、伊
波
文
庫
の「
異
本
毛
氏
由

来
記
」「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」も
利
用
し
た
。家
か
ら
遠
く
に
あ

る
機
関
の
史
料・史
料
集
の
画
像
を
閲
覧
で
き
る
情
報
環
境
は
あ
り

が
た
い
。

　
日
本
前
近
代
史
研
究
に
お
い
て
、国
文
学
資
料
、聖
教
等
仏
教
資

料
、美
術
史
資
料
等
は
不
可
欠
の
情
報
群
で
あ
る
。国
文
学
や
科
学

史
や
思
想
史
に
お
い
て
も
、典
籍（
書
物
）だ
け
で
は
な
く
歴
史
資
料

（
文
書・日
記
、帳
簿
、絵
画
史
料
、日
本
関
係
外
国
史
料
）は
不
可
欠

の
研
究
情
報
群
で
あ
る
。私
が
編
纂
に
関
わっ
た『
大
日
本
史
料
』第一

編
の
二
十
か
ら
二
十
四
で
は
、典
籍
の「
倭
名
類
聚
抄
」「
三
宝
絵
」「
往

生
要
集
」「
医
心
方
」「
本
草
和
名
」の
撰
述
を
扱
っ
た
し
、源
順・徽
子

女
王・規
子
内
親
王
の
伝
で
は
文
学
作
品
と
し
て
の
家
集・歌
合・勅

撰
集
が
重
要
な
史
料
で
あ
っ
た
。ま
た
天
台
僧
明
靖
の
伝
で
は
青
蓮

院
聖
教
も
使
用
し
た
。国
文
学
研
究
に
お
い
て
も
、文
学
作
品
の
生

成・普
及
の
背
景
と
な
る
歴
史
的
時
空
間
の
事
象
や
関
与
者
の
行
動

を
記
録
す
る
文
書
・日
記
は
不
可
欠
の
情
報
群
で
あ
ろ
う
。後
期
摂

関
政
治
期
の
政
治
史
や
実
在
人
物
への
理
解
な
く
し
て
は「
源
氏
物

語
」等
の
作
品
研
究
は
成
立
し
な
い
。「
方
丈
記
」研
究
も
源
平
争
乱

や
鎌
倉
初
期
政
治
史
や
神
祇
史
への
関
説
な
く
し
て
は
有
り
得
な
い

で
あ
ろ
う
。近
世
思
想
史
研
究
で
は
和
刻
本
漢
籍
は
必
須
の
研
究
対

象
で
あ
り
、典
籍
の
範
囲
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
で
あ
ろ

う
。国
語
学
の
倭
点（
文
之
点
・
惺
窩
点
等
）研
究
で
は
倭
点
漢
籍
の

版
本
が
重
要
で
あ
り
、そ
れ
ら
が
典
籍
か
ら
除
外
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。諸
学
術
分
野
の
前
近
代
期
研
究
に
お
い
て
は
、所
謂「
典

籍
」即
ち
書
物
と
そ
の
他
の
資
料
群
と
が
総
体
と
し
て
把
握
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、「
日
本
語
歴
史
的
典
籍
」の
語
が
多
様
な
資
料
群
を
包
括
す

る
こ
と
は
、学
界
の
期
待
で
あ
る
と
思
う
。こ
の
期
待
に
応
え
る
た
め

に
、日
本
語
歴
史
的
典
籍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、国
文
学
研
究
資
料
館
と

拠
点
が
構
築
す
る
基
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
共
に
、当
面
は
拠
点
と
し
て

参
加
し
な
い
大
学
の
典
籍
系
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、狭
義
の
典
籍
の
範

囲
外
と
な
る
文
書
・
日
記
・
帳
簿
を
対
象
と
す
る
日
本
史
研
究
系

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、ま
た
欧
米
の
大
学・博
物
館・美
術
館
の
日
本
典
籍
等

の
書
誌
・
画
像
・テ
キ
ス
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
横
断
検
索
に
よ
る
接

続
に
よ
り
、前
近
代
期
日
本
研
究
の
中
心
拠
点
と
な
る
こ
と
も
検
討

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。人
間
文
化
研
究
機
構
は
、六
機
関
・
地
域
研

究
拠
点・N
D
L
サ
ー
チ
の
機
関
間
横
断
検
索
シ
ス
テ
ムnihuINT

と

共
に
、二
〇
一
四
年
三
月
に
国
際
的
日
本
研
究
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
日

本
研
究
、日
本
に
お
け
る
人
間
文
化
研
究
の
国
際
リ
ン
ク
集
」を
開
設

し
た
。nihuIN

T

・
国
際
リ
ン
ク
集
構
築
への
参
加
経
験
か
ら
、「
日
本

語
歴
史
的
典
籍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
日
本
研
究
国
際
的
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト・
機
関
間
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
の
必
須
構
成
部
分
と
し
て
発
展
す

る
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

画
像
情
報
撮
影
事
業
を

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
開
始
し
ま
す

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
、国
内
拠
点
大
学
に
お
け
る
画
像
情
報

撮
影
を
開
始
し
ま
す
。こ
の
撮
影
は
、当
事
業
の
主
要
な
目
的
の

一
つ
で
あ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
向
け
た
重
要
な
活
動
で
す
。

　
共
同
研
究
の
実
施
に
合
わ
せ
て
計
画
的
に
分
野
別
収
集
を
行

う
こ
と
と
し
、ま
ず
は
、医
学
・
理
学
等
の
分
野
を
中
心
に
、北
海

道
大
学
、大
阪
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
等
か
ら
所
蔵
す
る
古
典
籍

の
撮
影
を
進
め
る
予
定
で
す
。

ふ
だ


